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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期
第３四半期
連結累計期間

第42期
第３四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 11,688,822 14,090,725 16,131,019

経常利益 (千円) 402,248 1,384,105 568,515

四半期(当期)純利益 (千円) 150,429 907,714 86,773

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 11,606 1,000,683 40,469

純資産額 (千円) 9,848,996 10,832,217 9,881,721

総資産額 (千円) 17,425,434 19,061,884 18,057,019

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 14.36 87.62 8.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額又は
四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △0.45 63.59 △6.35

自己資本比率 (％) 55.2 55.5 53.4

　

回次
第41期
第３四半期
連結会計期間

第42期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △10.13 31.45

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、次のとおりであります。

(遊技台部品事業)

前連結会計年度末において当社の連結子会社でありました株式会社ブルーム・テクノは、平成24年４月

１日付で当社が吸収合併しております。

(その他事業)

当社グループの成長に向けて、高い成長が見込まれるモバイル市場において、国内のパイオニアとして

MEAP(Mobile Enterprise Application Platform)を提供し、企業向けモバイルソリューション事業に参入

することを目的として、平成24年10月５日にサンフューチャー株式会社の第三者割当増資を引受け、株式

55％を取得し、同社を連結子会社化しました。

この結果、平成24年12月31日現在では、当社グループは、当社、子会社７社により構成されることとなりま

した。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災からの復興需要等により緩やかな景

気回復傾向を示しているものの、欧州の債務危機を背景とした世界経済の減速、長期化する円高及びデフ

レ等の影響から、先行き不透明な状況が続いておりましたが、平成24年12月の衆院選の結果を受け、景気

対策等への期待感から円安・株高の流れとなり、不透明ながらも景気回復への明るい兆しも見え始めま

した。

　このような状況のなか当社グループにおきましては、引き続き高付加価値ビジネスを展開すべく新規事

業・新製品・新サービスの企画・研究・開発を推進するとともに、原価低減及び経費削減に努めました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高140億90百万円(前年同期比20.5％増)、営業利益13

億33百万円(前年同期比221.0％増)、経常利益13億84百万円(前年同期比244.1％増)、四半期純利益９億７

百万円(前年同期比503.4％増)となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜遊技台部品事業＞

主要な製品は、遊技機メーカーに販売する制御基板及び樹脂成形品であります。

　パチンコ制御基板につきましては、新機種に係る制御基板の販売が順調に推移したことに加え、既

存人気機種のシリーズ機種に係る制御基板の販売が好調に推移しました。この結果、売上高は66億32

百万円(前年同期比49.2％増)、営業利益は９億23百万円(前年同期比157.0％増)となりました。

＜ホールシステム事業＞

主要な製品は、パチンコホール経営を支援する遊技台管理・会員管理・景品管理などのトータル

コンピュータシステムであります。

　ホールシステムにつきましては、パチンコホールの省力化・効率化を支援するトータルシステムの

提案を進めましたが、パチンコホールの経営環境の悪化の影響等により、受注案件の獲得が低調に推

移しました。この結果、売上高は24億91百万円(前年同期比22.2％減)、営業利益は１億63百万円(前年

同期比44.3％減)となりました。

＜モバイルデータソリューション事業＞

主要な製品は、携帯電話キャリア及び犯罪捜査機関に販売するモバイルデータトランスファー機

器であります。

Cellebrite社(連結子会社：イスラエル国)のモバイルデータトランスファー機器の販売が引き続き

好調に推移しました。この結果、売上高は38億79百万円(前年同期比16.4％増)、営業利益は６億69百

EDINET提出書類

サン電子株式会社(E02070)

四半期報告書

 4/19



万円(前年同期比69.3％増)となりました。

＜その他＞

主要な事業・サービスは、コンテンツ配信サービス及びデジタル機器の販売であります。

　コンテンツ配信サービス及びデジタル機器の販売が順調に推移しました。この結果、売上高は10億

86百万円(前年同期比53.4％増)、営業利益は59百万円(前年同期は83百万円の損失)となりました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

(当社グループの対処すべき課題)

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

(株式会社の支配に関する基本方針)

① 基本方針の概要

当社取締役会は、当社取締役会の賛同を得ずに行われる、いわゆる「敵対的買収」であっても、当社

の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであれば、これを一概に否定するものではありませ

んが、当社の支配権の移転を伴う買付提案に応じるかどうかの判断は、最終的には株主全体の意思に基

づき行われるべきものと考えることから、当社株式に対する大量買付行為が行われた際に、当社取締役

会が必要な情報や時間を確保した上で、株主の皆様に対し当社経営陣の計画や代替案等を提示するこ

と、あるいは必要に応じ株主の皆様のために買収者と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当該

大量買付行為に応じるべきか否かを株主の皆様が適切に判断することを可能とするための枠組みが、

当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大量買付行為を抑止するために必要不可欠であると

考えております。

② 基本方針の実現のための取組みの概要

1) 企業理念及び企業価値の源泉

当社は、「夢、挑戦、創造」を企業スローガンに、創業当時のベンチャースピリットを大切にし、若

さと活力を絶やさず発展し続けるために、常にベンチャー企業であり続けることを基本理念とし、商

品力・性能・信頼性・品質に優れた高付加価値な商品やサービスを開発・提供し続けることを目標

に経営に取り組んでおります。

　具体的な経営理念としては、以下を掲げております。

1．フレキシビリティとオリジナリティを武器に、ハードとソフトを融合させた価値ある商品開発

を目指す。

2．顧客第一主義を徹底し、夢の実現に向かって社会に求められる価値ある企業に成長する。

3．生き甲斐や能力が発揮できる環境を社員に提供し、健全な社会の発展に貢献する。

当社は、社会の公器として法令順守はもちろん、責任ある企業活動を行うと同時に、組織として成

熟する一方でチャレンジ精神が薄れないよう、新たなビジネスに挑戦する精神、斬新な発想そして次

代の成長の原動力を大切に考えております。この「挑戦する精神」こそ、当社企業価値の源泉と言え

ます。

2) 企業価値の向上に資する取組み

上記(当社グループの対処すべき課題)に記載しましたとおり、当社は「アミューズメントとＩＴ

関連分野への集中」、「企業価値の向上を図る」、「ベンチャー精神で自ら行動する」を経営方針に

掲げ、中長期的な経営戦略として以下の３点を推進することが、企業価値の向上に資するものと考え

ております。

1．アミューズメント（パチンコ）関連分野でのシェアアップ

2．ＩＴ（モバイル・通信・コンテンツ・センサー）関連分野での新たな顧客価値の創造
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3．グローバル市場におけるビジネス構築及び拡大

3) コーポレート・ガバナンスの強化について

当社は、企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させるために必要かつ有効な仕組みとして、

コーポレート・ガバナンスの強化に取り組んでおります。

　具体的には、取締役の経営責任を明確にし、株主の皆様への信任を問う機会を増やすため取締役の

任期を１年とし、また、在任の監査役３名中２名を独立性の高い社外監査役としております。

  また、経営判断にあたっては、顧問として就任されている外部有識者、弁護士等の法律・会計専門

家からの意見を聴取する等、経営の客観性の確保と向上に努めております。

　当社は、株主をはじめとするステークホルダーの権利・利益を尊重し、企業の社会的責任を忘れる

ことなく、今後も企業理念や高い倫理観に基づき、法令や社会的規範を遵守することは当然のことと

し、社会に貢献できる企業であり続けるために、継続してコーポレート・ガバナンスのさらなる強化

に努める所存であります。

③ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防

止するための取組みの概要

本プランは、当社株式の保有割合が20％以上となる買付等がなされる場合を適用対象としており、当

社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保・向上させることを目的として、当社の株券等の大量買

付行為が行われる場合に、大量買付者に対し、事前に必要かつ十分な情報の提供を求め、情報収集・検

討等を行う時間を確保した上で、株主の皆様に対し当社経営陣の計画や代替案等を提示すること、ある

いは大量買付者との交渉を行っていくための手続を定め、大量買付者に、取締役会検討期間が終了する

まで大量買付行為の開始をお待ちいただくことを要請するものです。

　大規模買付者が本プランの手続を遵守しない場合や、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著し

く損なうおそれがある場合等には、当社取締役会から独立した組織である独立委員会の判断を経た上

で、対抗措置(原則として新株予約権の無償割当)を発動することがあります。

　また、株主の皆様には、手続の各段階において、適時に十分な情報開示を行い、ご判断していただける

ようにしてまいります。

　なお、本プランの有効期間は、本定時株主総会終結の時から３年以内に終了する事業年度のうち最終

のものに関する定時株主総会終結の時までとします。

④ 上記取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

1) 会社の支配に関する基本方針に沿うものであること

本プランは、大量買付者に大量買付に関する必要かつ十分な情報を当社取締役会に事前に提供す

ること、情報判断のための一定の検討期間が経過した後にのみ大量買付行為を開始することを求め、

当社所定のルールを遵守しない大量買付者には対抗措置を講じることとしています。

　また、ルールが遵守された場合でも、大量買付行為により当社の企業価値および株主共同の利益が

損なわれると判断される場合は、大量買付者に対し対抗措置を講じることとしていることから、本プ

ランは当社の会社支配に関する基本方針に沿うものであると考えております。

2) 株主共同の利益を損なうものではなく、また、会社役員の地位の維持を目的とするものでないこ

と

本プランは、①経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利

益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」に定める要件を充足していること。②株主意

思を重視するものであること。③独立性のある社外者の判断を重視し情報開示を行うこと。④発動の

ために合理的な客観的要件を設定していること。⑤外部専門家等の意見を取得すること。⑥デッドハ

ント型やスローハンド型の買収防衛策ではないこと等、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を
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損なうものではなく、また、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えておりま

す。

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は17億89百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,840,400 10,840,400
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株であり
ます。

計 10,840,400 10,840,400― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成25年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

― 10,840,400 ― 891,385 ― 904,907

　

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、

記載することができませんので、直前の基準日である平成24年９月30日の株主名簿により記載してお

ります。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　　
普通株式　　470,400

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 10,369,200 103,692 ―

単元未満株式 普通株式　　　  800 ― ―

発行済株式総数 10,840,400 ― ―

総株主の議決権 ― 103,692 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
サン電子株式会社

愛知県江南市古知野町朝
日250番地

470,400 ― 470,400 4.3

計 ― 470,400 ― 470,400 4.3

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,242,289 5,530,057

受取手形及び売掛金 ※1
 3,666,430

※1
 4,319,187

リース投資資産 11,104 3,667

有価証券 204,748 52,015

製品 465,092 713,348

仕掛品 1,270,874 1,707,764

原材料 678,477 1,298,111

繰延税金資産 251,088 204,637

その他 398,197 220,581

貸倒引当金 △37,775 △4,833

流動資産合計 13,150,529 14,044,538

固定資産

有形固定資産

土地 1,295,554 1,295,554

その他（純額） 1,205,116 1,508,090

有形固定資産合計 2,500,670 2,803,644

無形固定資産

のれん 279,803 106,893

その他 64,629 51,501

無形固定資産合計 344,433 158,395

投資その他の資産

投資有価証券 1,442,317 1,450,259

繰延税金資産 500,893 469,531

その他 156,276 147,315

貸倒引当金 △38,100 △11,800

投資その他の資産合計 2,061,387 2,055,306

固定資産合計 4,906,490 5,017,346

資産合計 18,057,019 19,061,884
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 2,717,455

※1
 2,726,284

短期借入金 830,000 1,030,000

1年内返済予定の長期借入金 47,796 47,796

リース債務 14,321 7,756

未払法人税等 186,108 100,214

前受収益 1,348,563 1,506,235

繰延税金負債 24,401 75,666

賞与引当金 497,056 273,212

役員賞与引当金 43,954 36,444

製品保証引当金 152,002 127,419

その他 1,685,362 1,740,235

流動負債合計 7,547,021 7,671,263

固定負債

長期借入金 199,722 163,875

リース債務 9,242 5,111

長期未払金 43,331 43,206

繰延税金負債 250,925 251,033

再評価に係る繰延税金負債 11,508 11,508

退職給付引当金 85,989 54,496

役員退職慰労引当金 24,336 25,952

資産除去債務 3,220 3,220

固定負債合計 628,276 558,403

負債合計 8,175,298 8,229,667

純資産の部

株主資本

資本金 891,385 891,385

資本剰余金 904,907 905,888

利益剰余金 8,837,978 9,655,114

自己株式 △198,156 △190,877

株主資本合計 10,436,115 11,261,509

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △73,549 20,931

土地再評価差額金 △435,791 △435,791

為替換算調整勘定 △277,568 △274,506

その他の包括利益累計額合計 △786,910 △689,366

新株予約権 232,516 228,820

少数株主持分 － 31,253

純資産合計 9,881,721 10,832,217

負債純資産合計 18,057,019 19,061,884
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 11,688,822 14,090,725

売上原価 6,547,897 8,075,980

売上総利益 5,140,924 6,014,745

販売費及び一般管理費 4,725,679 4,681,649

営業利益 415,245 1,333,095

営業外収益

受取利息 28,321 34,727

受取配当金 14,593 13,115

為替差益 － 2,305

その他 8,909 15,087

営業外収益合計 51,825 65,235

営業外費用

支払利息 8,869 8,251

デリバティブ評価損 － 5,975

為替差損 55,467 －

その他 485 －

営業外費用合計 64,822 14,226

経常利益 402,248 1,384,105

特別利益

固定資産売却益 151 －

投資有価証券売却益 766 2,871

新株予約権戻入益 － 7,194

特別利益合計 918 10,065

特別損失

固定資産除却損 8,570 444

減損損失 39,125 －

投資有価証券評価損 1,803 50,400

投資有価証券売却損 536 1,319

持分変動損失 － 35,374

特別損失合計 50,036 87,537

税金等調整前四半期純利益 353,130 1,306,632

法人税、住民税及び事業税 106,631 230,983

法人税等調整額 96,070 172,509

法人税等合計 202,701 403,492

少数株主損益調整前四半期純利益 150,429 903,139

少数株主損失（△） － △4,574

四半期純利益 150,429 907,714
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 150,429 903,139

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △47,641 94,481

土地再評価差額金 1,588 －

為替換算調整勘定 △92,769 3,062

その他の包括利益合計 △138,822 97,543

四半期包括利益 11,606 1,000,683

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11,606 1,005,257

少数株主に係る四半期包括利益 － △4,574
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

連結の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間より、新たに株式を取得したサンフューチャー株式会社を連結の範囲に含

めております。

また、前連結会計年度末において当社の連結子会社でありました株式会社ブルーム・テクノは、平成

24年４月１日付で当社が吸収合併したことにより、連結の範囲から除外しております。
　

【会計方針の変更等】

(会計上の見積の変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。　

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機

関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当第３四半期連結会計期間

末日満期手形の金額は、次のとおりであります。
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 45,043千円 156,300千円

支払手形 220,317千円 223,777千円

　 　 　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。
　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

減価償却費 177,742千円 323,277千円

のれんの償却額 365,326千円 268,156千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 158,342 15平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

　　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 207,061 20平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
遊技台部
品事業

ホールシ
ステム事
業

モバイル
データソ
リュー
ション事
業

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,444,4073,202,5563,333,781708,07611,688,822― 11,688,822

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

162,391 ― ― ― 162,391△162,391 ―

計 4,606,7983,202,5563,333,781708,07611,851,213△162,39111,688,822

セグメント利益又は損失(△) 359,362294,285395,604△83,228966,023△550,778415,245

(注)  １「その他」の区分には報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンテンツ配信事業及び通信機器

関連事業を含んでおります。

　　　２ セグメント利益の調整額△550,778千円には、セグメント間取引消去△5,601千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△545,176千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

　　　３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 （固定資産に係る重要な減損損失及びのれんの金額の重要な変動）

「遊技台部品事業」セグメントにおいて、使用見込がなくなった固定資産及び収益性の低下した固定資産及びのれ

んについて、減損損失を特別損失に計上しております。

  なお、当該減損損失の計上額は、前第３四半期連結累計期間においては39,125千円(うちのれんの減損損失21,524千

円)であります。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
遊技台部
品事業

ホールシ
ステム事
業

モバイル
データソ
リュー
ション事
業

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,632,7812,491,9173,879,5451,086,48214,090,725― 14,090,725

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

184,281 900 ― 13,100198,282△198,282 ―

計 6,817,0632,492,8173,879,5451,099,58214,289,008△198,28214,090,725

セグメント利益 923,583163,810669,80159,3691,816,563△483,4671,333,095

(注)  １「その他」の区分には報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンテンツ配信事業及び通信機器

関連事業を含んでおります。

　　　２ セグメント利益の調整額△483,467千円には、セグメント間取引消去380千円、各報告セグメントに配分していな

い全社費用△483,848千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

　　　３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額又

は潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 14円36銭 87円62銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 150,429 907,714

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 150,429 907,714

    普通株式の期中平均株式数(千株) 10,478 10,360

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額又は
　潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額
(△)

△0円45銭 63円59銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) △155,143 △243,209

    (うち持分変動損失)(千円)  (△155,143) (△243,209)

    普通株式増加数(千株) ― 89

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月14日

サ ン 電 子 株 式 会 社

取 締 役 会  御 中

　

有 限 責 任　あ ず さ 監 査 法 人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    柴    田    光    明    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    楠    元    　　宏　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサン
電子株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サン電子株式会社及び連結子会社の平成24年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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